
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　オーディオ／ビデオ信号などのデジタル情報を記録再生する装置であって、
　第１の記録容量を有するディスク状記録担体 前記デジタル情報を記録し又は前記ディ
スク状記録担体からデジタル情報を読み出して再生するディスク状記録担体用の記録再生
手段と、
　前記ディスク状記録担 りも多い第２の記録容量を有するテープ状記録担 前記デ
ジタル情報を記録し又は前記テープ状記録担体からデジタル情報を読み出して再生するテ
ープ状記録担体用の記録再生手段と、
　前記ディスク状記録担体と同じ記録内容を同時、もしくは任意の時間経過後に前記テー
プ状記録担体のバックアップ領域に記録し、少なくとも前記ディスク状記録担体の記録内
容を監視し、前記ディスク状記録担体で記録内容の欠落部分が生じたときには、前記テー
プ状記録担体の同じ記録内容を前記ディスク状記録担体の欠落部分の記録内容として使用
する制御手段とを備え、
　

ことを特徴とするハイブリッド記録再
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前記テープ状記録担体には前記ディスク状記録担体と同じ記録容量分のバックアップ領
域と、前記バックアップ領域以外に記録保管領域とが割当られ、
　前記バックアップ領域にはアクセス頻度の高低に拘らず前記ディスク状記録担体と同じ
デジタル情報が記録され、
　前記記録保管領域には前記ディスク状記録担体に記録されたデジタル情報のうちアクセ
ス頻度が低くなったデジタル情報が記録保管される



生装置。
【請求項２】
　前記バックアップ領域に前記ディスク状記録担体と同じデジタル情報が記録されている
場合であって、
　前記ディスク状記録担体の空き領域が任意の設定値よりも少なくなった場合には、前記
バックアップ領域に記録されているデジタル情報と同じデジタル情報の全部若しくは一部
を前記ディスク状記録担体から削除すると共に、
　前記バックアップ領域に記録されているデジタル情報のうち前記ディスク状記録担体か
ら削除したのと同じデジタル情報を前記記録保管領域に移して記録保管し、
　前記削除によって得られたディスク状記録担体の空き領域に残りのデジタル情報が記録
されると共に、
　前記記録保管によって空いたバックアップ領域に前記空き領域に記録されるのと同じデ
ジタル情報がバックアップ記録されるものであることを特徴とする請求項 に記載のハイ
ブリッド記録再生装置。
【請求項３】
　前記ディスク状記録担体にデジタル情報を記録しているとき、前記ディスク状記録担体
の記録容量が不足した場合には、前記記録保管領域に残りのデジタル情報が記録されるこ
とによって前記ディスク状記録担体における記録容量が拡張されるようになされたことを
特徴とする請求項 に記載のハイブリッド記録再生装置。
【請求項４】
　前記テープ状記録担体用の記録再生手 、
　複数のテープ状記録担体を格納するメディアラックと、
　前記テープ状記録担体を装填して前記デジタル情報の記録又は再生をする単数又は複数
の録画再生装置と、
　前記メディアラックと前記録画再生装置との間で前記テープ状記録担体を搬送する記録
媒体搬送装置とを備えていることを特徴とする請求項１に記載のハイブリッド記録再生装
置。
【請求項５】
　複数の テープ状記録担体を使用して同一グループのデジタル情報をバックアップす
る場合において、使用した前記テープ状記録担体および使用順序を示す情報 記録

ことを特徴とする請求項１に記載のハイブリッド記録再生装置。
【請求項６】
　第１の記録容量を有するディスク状記録担体と、前記ディスク状記録担 りも多い第
２の記録容量を有するテープ状記録担体とを使用して、オーディオ／ビデオ信号などのデ
ジタル情報を記録再生する方法であって、
　前記テープ状記録担体に前記ディスク状記録担体と同じ記録容量分のバックアップ領域

を割り当てると共に、
同時、もしくは任意の時間経過後に

　前記ディスク状記録担体の記録内容を監視し、
　前記ディスク状記録担体で記録内容の欠落部分が生じたときには、前記テープ状記録担
体の同じ記録内容を前記ディスク状記録担体の欠落部分の記録内容として使用するように
したことを特徴とする記録再生方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は、大量の映像および音声情報の記録保管と、これら情報の高速読み出しとが要
求される録画再生装置などに適して好適なハイブリッド記録再生装置及び記録再生方法に
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と、前記バックアップ領域以外に記録保管領域と 前記バックアップ
領域にはアクセス頻度の高低に拘らず、 前記ディスク
状記録担体と同じデジタル情報を記録し、
　前記記録保管領域には前記ディスク状記録担体に記録されたデジタル情報のうちアクセ
ス頻度が低くなったデジタル情報を記録保管し、



関する。
【０００２】
更に詳しくは、固定磁気ディスク（ＨＤＤ）、半導体メモリ、光ディスクまたは光磁気デ
ィスク（以下ディスク状記録担体ともいう）の記録内容をテープ状記録担体にバックアッ
プすることにより、ディスク状記録担体から記録内容の全部又は一部が読み出せなくなっ
た場合でも、ディスク状記録担体の記録内容を傷害発生前の状態に復元できるようにする
と共に、ディスク状記録担体とテープ状記録担体とを組み合わせることにより、システム
全体としての記録容量を拡張できるようにしたハイブリッド記録再生装置及び記録再生方
法に関するものである。
【０００３】
【従来の技術】
近年、放送局等において番組収録時にオーディオ／ビデオ信号（デジタル情報）を固定磁
気ディスクなどのディスク状記録担体に記録し、この記録担体の記録内容をオンエア時に
再生するようにした録画再生装置が開発されている。
【０００４】
このような録画再生装置で使用されるディスク状記録担体は、単体の記憶容量が数Ｇビッ
トと大容量で、しかも情報が消去・再書き込み可能で高速に読み出せるので、番組単位の
情報の収録・編集に適しており、タイムスケジュールの厳しいオンエア時の情報読み出し
に十分対処できる特徴を有している。
【０００５】
その反面、ディスク状記録担体は外部からの衝撃、振動などに弱く、しかも単位容量当た
りのコストが従来のテープ状記録担体などに比べて高価である。また、ディスクの耐久性
に関しても長期間の使用に対する評価が定まっておらず、その交換時期の判断が難しい。
更に、ディスク状記録担体では突発的な傷害発生（データ読み出しエラー等）に対してど
うのように処理するかなどの問題が残っている。
【０００６】
そこで、ディスク状記録担体に対する信頼性の向上に関しては、現用／予備など多重形式
の記録担体を用意することで対処する場合が多い。
【０００７】
また、ディスク状記録担体を取り扱う記録再生装置には、インデックス情報あるいはファ
イルシステムと呼ばれる記録情報管理エリアが設けられており、記録担体のメモリ領域に
関して現在どこからどこまで使用されているかが記録情報管理エリアによって管理されて
いる。
【０００８】
ところで放送局等では、過去の映像及び音声情報等をこの記録情報管理エリアの記録内容
に従って再生できるように、全ての情報を記録保管しておくことは運用効率の面から好ま
しいことは勿論である。しかしながら、単位容量当たりのコストがテープ状記録担体に比
べて高い固定磁気ディスク等に全ての情報を記録保管しておくことは現実的ではない。
【０００９】
【発明が解決しようとする課題】
多量の情報を記録保管するためには１台の記録再生装置で取り扱われるディスク単体数を
多くすることが考えられるが、コストアップを招来する上、ディスク単体不良等の予期せ
ぬ故障の発生確率も高くなる。また、記録再生装置内の記録情報管理エリアが何らかの原
因で傷害を起こすことも考えられる。これらの要因によりディスク状記録担体に傷害（デ
ータ読み出しエラー）が発生し、記録されたデジタル情報が全部、又はその一部が取り出
せなくなるおそれがある。
【００１０】
半導体メモリを取り扱う記録再生装置では電源供給が断たれると、半導体メモリの記録内
容が消えてしまう（ある種の半導体メモリでは例外がある）。
【００１１】
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そこで、本発明ではバックアップ形式を採用し、ディスク状記録担体から記録内容の全部
又は一部が読み出せなくなったとき、ディスク状記録担体の記録内容を傷害発生前の状態
に復元できるようにすると共に、システム全体として記録容量を拡張できるようにしたハ
イブリッド記録再生装置及び記録再生方法の提供を目的とする。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
　この発明に係るハイブリッド記録再生装置は、オーディオ／ビデオ信号などのデジタル
情報を記録再生する装置であって、第１の記録容量を有するディスク状記録担 デジタ
ル情報を記録し又はディスク状記録担体からデジタル情報を読み出して再生するディスク
状記録担体用の記録再生手段と、ディスク状記録担 りも多い第２の記録容量を有する
テープ状記録担 デジタル情報を記録し又はテープ状記録担体からデジタル情報を読み
出して再生するテープ状記録担体用の記録再生手段と、ディスク状記録担体と同じ記録内
容を同時、もしくは任意の時間経過後にテープ状記録担体のバックアップ領域に記録し、
少なくともディスク状記録担体の記録内容を監視し、ディスク状記録担体で記録内容の欠
落部分が生じたときには、テープ状記録担体の同じ記録内容をディスク状記録担体の欠落
部分の記録内容として使用する制御手段とを備

ことを特徴とする
ものである。
【００１３】
　本発明のハイブリッド記録再生装置

制御手段によって、ディ
スク状記録担体の記録内容が監視されているので、何らかの原因でディスク状記録担体の
記録内容の一部あるいは全部が読み出せなくなった場合に、テープ状記録担体にバックア
ップされた同じ内容のデジタル情報を使用してディスク状記録担体の欠落部分の記録内容
として自動的に再記録（リストア処理）できる。
【００１４】
従って、ディスク状記録担体の記録内容を傷害発生前の状態に復元することができ、ディ
スク状記録担体のみで構成された記録再生装置に比べてオーディオ／ビデオ信号やコンピ
ュータで加工されたグラフィック情報などのデジタル情報の保全に関して信頼性を高める
ことができる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、図面を参照しながらこの発明の実施の形態について説明をする。
【００１６】
図１は実施の形態としてのハイブリッド記録再生装置の構成を示す図である。このハイブ
リッド記録再生装置ではディスク状記録担体に記録されるデジタル情報を全てテープ状記
録担体でバックアップできるようにすると共に、編集モードのようなときで、ディスク状
記録担体に記録された情報を再生しているときに、読み出しエラーが発生したときは、こ
の読み出しエラー部分の再生情報について、テープ状記録担体から同じ情報を再生して再
記録することにより復元できるようにしたものである。
【００１７】
更に、ディスク状記録担体に記録された複数の記録内容を、オンエア時の再生順に単一又
は複数のテープ状記録担体に順次記録することにより、テープベースを一本化するように
したものである。
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え、テープ状記録担体にはディスク状記録
担体と同じ記録容量分のバックアップ領域と、このバックアップ領域以外に記録保管領域
とが割当られ、バックアップ領域にはアクセス頻度の高低に拘らずディスク状記録担体と
同じデジタル情報が記録され、記録保管領域にはディスク状記録担体に記録されたデジタ
ル情報のうちアクセス頻度が低くなったデジタル情報が記録保管される

によれば、テープ状記録担体にはディスク状記録担
体と同じ記録容量分のバックアップ領域と、バックアップ領域以外に記録保管領域とが割
当られ、バックアップ領域にはアクセス頻度の高低に拘らずディスク状記録担体と同じデ
ジタル情報が記録され、記録保管領域にはディスク状記録担体に記録されたデジタル情報
のうちアクセス頻度が低くなったデジタル情報が記録保管され、



【００１８】
図１において、ローカルエリアネットワーク（以下ＬＡＮバスという）６０にはディスク
状記録担体用の記録再生装置（以下単にサーバーという）１００が接続され、そのサーバ
ー１００に内蔵されたディスク状記録担体、例えば記録容量Ｍ時間の固定磁気ディスク（
ＨＤＤ）４０にオーディオ／ビデオ信号などの任意のデータフォーマットのデジタル情報
（以下単にＡＶ情報という）Ｄ０が記録されたり、この固定磁気ディスク４０からＡＶ情
報Ｄ０が読み出される。
【００１９】
上記のサーバー１００にはオンライン７０によってテープ状記録担体用の記録再生装置（
以下単にカートという）２００が接続され、このカート２００に装填されたテープ状記録
担体、例えばカセットテープ５０にＡＶ情報Ｄ０が記録され、又はこのカセットテープ５
０からＡＶ情報Ｄ０が読み出される。カート２００には図２に示すように、固定磁気ディ
スク４０の記録容量Ｍ時間よりも多い記録容量Ｎ時間の複数のカセットテープ５０が備え
られる。
【００２０】
カセットテープ５０の１本の記録容量をｎ時間とすると、カート２００としての全体の記
録容量はＮ＝Σｎ（Ｎ≧Ｍ）時間となる。このカート２００には固定磁気ディスク４０と
同じ記録容量Ｍ時間分のバックアップ領域Ａが割当られている。バックアップ領域Ａには
アクセス頻度の高低に拘らず、固定磁気ディスク４０に記録されるＡＶ情報Ｄ０と同じＡ
Ｖ情報Ｄ０が同時もしくは任意の時刻経過後に記録される。
【００２１】
本例ではＮ－Ｍ時間（以下Ｌ時間という）は記録保管領域Ｂに割当てられる。この記録保
管領域Ｂについてはサーバー１００で記録容量が不足したときに仮想的記録エリアとして
使用したり、過去にオンエアしたＡＶ情報Ｄ０を記録保管するときに使用される。Ｌ時間
が多いほどサーバー１００で扱える仮想的記録エリアが拡大する。本例ではサーバー１０
０とカート２００の間で自動的にＡＶ情報Ｄ０の受け渡しを行えるようにすることで、オ
ペレータはＡＶ情報Ｄ０がサーバー１００あるいはカート２００のどちらに記録されてい
るかを意識することなく、本装置を使用することができる。
【００２２】
ＬＡＮバス６０には更にシステム制御系３００が接続され、固定磁気ディスク４０の記録
内容がシステム制御系３００によって常に監視され、固定磁気ディスク４０で記録内容の
欠落部分が生じたときには、カセットテープ５０の同じ記録内容を固定磁気ディスク４０
の欠落部分の記録内容として使用することによりデータを復元するような制御がなされる
。
【００２３】
固定磁気ディスク４０の欠落部分はゴミや塵による一過性のエラーやディスク表面の物理
的損傷による固定的なエラーが考えらる。このため本例では、欠落部分が検出されたとき
にエラーフラグが立てられ、ＡＶ情報Ｄ０が全て読み出された後に、まず、エラーフラグ
の立っている記録領域にその部分のＡＶ情報Ｄがカート２００から読み出されて再記録さ
れる。
【００２４】
この領域が固定的なエラーであってＡＶ情報Ｄ０が記録できない場合もあるので、この場
合には固定磁気ディスク４０の予備の記録領域等に論理アドレスを移してカート２００か
らのＡＶ情報Ｄ０を記録する。これにより、欠落したＡＶ情報Ｄ０を復元できる。
【００２５】
次に、本実施の形態に係るＡＶ情報Ｄ０のバックアップ動作について説明する。例えば、
サーバー１００への記録内容をカート２００に同時にバックアップする場合には、システ
ム制御系３００の指示によって、サーバー１００およびカート２００の双方がＡＶ情報Ｄ
０の記録準備を行う。双方の記録準備が完了すると、システム制御系３００では記録・再
生開始タイミングが決定され、この記録・再生開始タイミングがサーバー１００とカート
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２００に通知される。
【００２６】
一方で、この通知を入力したサーバー１００では外部からＡＶ情報Ｄ０が取り込まれて固
定磁気ディスク４０に記録される。他方で、この通知を入力したカート２００では、サー
バー１００への記録と同時にオンライン７０を使用してＡＶ情報Ｄ０が取り込まれてカセ
ットテープ５０に記録（同時ファイル処理）される。
【００２７】
これにより、固定磁気ディスク４０に記録した同じ内容を同時にカセットテープ５０にバ
ックアップすることができる。
【００２８】
また、任意の時刻経過後にサーバー１００からカート２００へＡＶ情報Ｄ０をバックアッ
プする場合には、システム制御系３００の指示によって、サーバー１００がＡＶ情報Ｄ０
の再生準備を行い、カート２００がＡＶ情報Ｄ０の記録準備を行う。
【００２９】
双方の記録・再生準備が完了すると、システム制御系３００では記録・再生開始タイミン
グが決定され、この記録・再生開始タイミングがサーバー１００とカート２００に通知さ
れる。一方で、この通知を入力したサーバー１００ではＡＶ情報Ｄ０が再生され、オンラ
イン７０を使用してＡＶ情報Ｄ０がカート２００に出力される。他方で、カート２００に
はＡＶ情報Ｄ０が取り込まれてカセットテープ５０に記録（コピー処理）される。これに
より、固定磁気ディスク４０の記録内容を任意の時間経過後にカセットテープ５０にバッ
クアップすることができる。
【００３０】
　そして、固定磁気ディスク４０の記録内容がシステム制御系３００によって常に監視さ
れている。このため、何らかの原因で図２に示すように、固定磁気ディスク４０に読み出
しエラー部分４０Ａが生じて、記録内容の一部あるいは全部が読み出せなくなった場合に
、カート２００のバックアップ領域 に記録された同じ記録部分５０ＡのＡＶ情報Ｄ０を
固定磁気ディスク４０に自動的に再記録（リストア処理）できる。
【００３１】
従って、固定磁気ディスク４０の記録内容を傷害発生前の状態に復元することができ、固
定磁気ディスク４０のみで構成された記録再生装置に比べて、ディスク交換作業などが不
要になることから、読み出しエラー部分４０Ａの修復時間が短縮でき、システム全体とし
てオーディオ／ビデオ信号やコンピュータで加工されたグラフィック情報などのＡＶ情報
Ｄ０の保全に関して信頼性を高めることができる。
【００３２】
また、本実施の形態のハイブリッド記録再生装置では固定磁気ディスク４０と複数のカセ
ットテープ５０とを組み合わせて使用するので、固定磁気ディスク４０で不足した記録容
量をカセットテープ５０によりバックアップすることができる。従って、サーバー１００
で取り扱える記録容量を拡張することができ、単位記録容量当たりのコストを低減できる
。
【００３３】
（実施例）
図３は実施例としてのシステム制御系３００の構成を示す図である。システム制御系３０
０には図３に示すように、アプリケーション用端末３１、３２、データベース３３及び操
作端末３４が設けられ、装置全体の動作状況が把握されて、必要な指示がサーバー１００
及びカート２００に出力される。
【００３４】
アプリケーション用端末３１は内部バス５に接続されたＩ／Ｏインタフェース１、ＲＯＭ
２、ＲＡＭ３及びＣＰＵ（ central processing unit）４から構成される。ＲＯＭ２には
本装置を制御する制御プログラムなどが格納される。図示していないがアプリケーション
用端末３２の内部も同様な構成である。
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【００３５】
　データベース３３には固定磁気ディスク４０およびカセットテープ５０に記録されたＡ
Ｖ情報Ｄ０に対応する属性情報などが記録され、これら属性情報がアプリケーション端末
３１および３２により管理される。属性情報は、例えば番組収録時のＡＶ情報などの素材
ＩＤ（固体識別番号）、記録長、タイトル、ディスクドライバ１３などの素材機ＩＤ、記
録位置、音声種別（ＡＭ，ＦＭ，ステレオ）又は映像種別（ＮＴＳＣ， 方式，ＥＤ
ＴＶ方式など）、頭出し位置の調整値を示すＳＯＭトリム値、ＡＶ情報の記録状態を示す
素材記録フラグ、ファイル名などである。後述する再生順序情報も登録される。
【００３６】
表１はデータベース３３で管理されるＡＶ情報の属性情報の項目（一例として１０項目）
を一覧表にしたものである。
【００３７】
【表１】
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
【００３８】
表２はＡＶ情報Ｄ０の記録状態がデータベース３３によって、どのように管理されるかを
示したものである。
【００３９】
【表２】
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【００４０】
表２において、あるＡＶ情報Ｄ０の記録状態は４つの内どれかを採る。○印はＡＶ情報が
「サーバー内に存在する」または「カート内に存在する」を示す記録フラグＤ５である。
×印はＡＶ情報Ｄ０が「サーバー内に存在しない」または「カート内に存在しない」を示
す記録フラグＤ５である。
【００４１】
　また、データベース３３には図３に示すように操作端末３４が接続されており、これら
の属性情報に基づいて図示しないが、データベース３３の記録内容がディスプレイに表示
される。操作端末３４にはディスプレイの他に、キーボード及びマウス等が設けられ、こ
れら入力サポートツールを使用して再生指示情報（以下プレイリスト情報という）Ｄ６な
どを入力できるようになっている。
【００４２】
上述したサーバー１００には図４に示すようにサーバーコントローラ１１が設けられ、ア
プリケーション用端末３１から入力した未ファイリング情報Ｄ３や空きアドレス情報Ｄ４
等をデコードして記録再生制御信号Ｓ１や記録再生開始信号Ｓ２が出力される。サーバー
コントローラ１１の出力段にはディスクドライバ１３が接続され、記録再生制御信号Ｓ１
に基づいて記録再生準備が行われる。
【００４３】
ディスクドライバ１３にはスイッチャー１２が接続され、記録再生制御信号Ｓ１に基づい
てＡＶ情報Ｄ０を固定磁気ディスク４０に記録すべき頭出し位置であるクロスポイントが
指示される。スイッチャー１２の入力段にはビデオカメラ等の素材機５００やカート２０
０が接続され、番組映像やコマーシャル映像等のＡＶ情報Ｄ０が入力される。
【００４４】
サーバー１００では例えばディスクドライバ１３の記録準備が完了すると、ビデオカメラ
等の素材機５００の再生タイミングと、サーバー１００の記録タイミングとがアプリケー
ション用端末３１で決定されるので、このタイミング決定結果に基づいて活性化された記
録再生開始信号Ｓ２により素材機５００からのＡＶ情報Ｄ０がディスクドライバ１３内の
固定磁気ディスク４０に記録（ファイリング処理）される。
【００４５】
カート２００には図５に示すようにカートコントローラ２１が設けられ、アプリケーショ
ン用端末３２から入力した、カセットテープ５０を選択するためのテープ選択制御信号Ｓ
３に基づいてカセットテープ５０を搬送するためのテープ搬送制御信号Ｓ５が生成される
。
【００４６】
カートコントローラ２１の出力段にはメディアラック２２を有した記録媒体搬送装置（以
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下エレベータという）２３が接続され、テープ搬送制御信号Ｓ５に基づいてメディアラッ
ク２２に格納された複数のカセットテープ５０の中からアプリケーション用端末３２が指
示したカセットテープ５０が選択される。エレベータ２３の出力段にはビデオテープレコ
ーダ２６が設けられる。
【００４７】
カート２００には図５に示すように録画再生用のコントローラ（以下ＶＴＲコントローラ
という）２４が設けられ、テープ記録・再生のための記録再生制御信号Ｓ４に基づいてビ
デオテープレコーダ（ＶＴＲ）２６が駆動され、エレベータ２３によって搬送されてきた
カセットテープ５０がビデオテープレコーダ２６に装填（ローディング）される。
【００４８】
カートコントローラ２１の出力段には更にスイッチャー２５が接続され、ＡＶ情報Ｄ０が
記録又は再生できるようにモード切換がなされる。このモード切換によってビデオテープ
レコーダ２６の記録再生の準備を完了する。記録再生準備が完了すると、メディアラック
２２で選択されたカセットテープ５０にＡＶ情報Ｄ０が記録されたり、ＡＶ情報Ｄ０が再
生される。
【００４９】
次に、本実施例のハイブリッド記録再生装置の動作を説明する。図６はハイブリッド記録
再生装置の大きな機能を説明するフローチャートである。
【００５０】
このハイブリッド記録再生装置では放送局などの運用を円滑に行うために３つの大きな機
能が備えられている。すなわち、本装置にはビデオカメラ等の素材機５００からのＡＶ情
報Ｄ０を記録する記録モードと、オンエア時にＡＶ情報Ｄ０を再生する再生モードと、複
数のコマーシャル映像などのＡＶ情報Ｄ０をオンエア時の再生順に並ぶようにカセットテ
ープ５０を１本化する編集モードとが用意されている。これらのモード選択は上位のホス
トコンピュータ４００又はオペレータから指示される起動コマンドによって行われる。
【００５１】
つまり、図６に示すようにステップＰ１で上位のホストコンピュータ４００又はオペレー
タからアプリケーション用端末３１に起動コマンドが入力されると、この起動コマンドに
基づいて記録モード、再生モード又は編集モードのいずれかが選択される（メインモード
選択）。
【００５２】
例えば上位のホストコンピュータ４００によって記録モードが選択されたとすると、ステ
ップＰ２に移行してサブ記録モードが選択される。本装置ではサブ記録モードとしてサー
バー１００に単独にＡＶ情報Ｄ０を記録する単独記録モードと、サーバー１００とカート
２００とに同時にＡＶ情報Ｄ０を記憶する同時記録モードと、サーバー１００からカート
２００にＡＶ情報Ｄ０をコピーするコピーモードとが用意されている。
【００５３】
ここで、単独記録モードが選択された場合にはステップＰ３に移行して、サーバー１００
内の固定磁気ディスク４０にＡＶ情報Ｄ０がファイリング処理される。このフィリング処
理については図７，８において詳述する。
【００５４】
また、同時記録モードが選択された場合には、ステップＰ４に移行して、サーバー１００
内の固定磁気ディスク４０と、カート２００内のカセットテープ５０とにＡＶ情報Ｄ０が
同時ファイリング処理される。この同時ファイリング処理については図９において説明す
る。本実施例では１台のビデオテープレコーダ２６を用いる構成なので１本のカセットテ
ープ５０の記録容量ｎだけ同時に記録できる。
【００５５】
それ以上の記録要求がある場合には、カセットテープ５０の記録容量が満杯になった時点
で、サーバー１００のみの記録（ファイリング処理）に切り替わる。カセットテープ５０
に同時に記録できなかったその後のＡＶ情報Ｄ０については、任意の時刻経過後にサーバ
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ー１００からカート２００へコピー処理がなされる。
【００５６】
すなわち、コピーモードが選択された場合には、ステップＰ５に移行してサーバー１００
内の固定磁気ディスク４０からカート２００内のカセットテープ５０へ未記録のＡＶ情報
Ｄ０が抽出されてコピー処理される。このコピー処理については、図１０，１１において
詳述する。
【００５７】
また、ステップＰ１で上位のホストコンピュータ４００又はオペレータからの起動コマン
ドによってアプリケーション用端末３１により再生モードが選択されると、ステップＰ６
に移行する。ステップＰ６では起動コマンドの内容によって、サブ再生モードが選択され
る。本装置にはサブ再生モードとしてオンエア（放送）時にサーバー１００のＡＶ情報Ｄ
０を再生するディスク再生モードと、過去の映像をオンエアする時（再放送）などにカー
ト２００のＡＶ情報Ｄ０を再生するテープ再生モードと、サーバー１００で欠落したＡＶ
情報Ｄ０を復元するリストアモードとが用意されている。
【００５８】
例えば、ディスク再生モードが選択された場合にはステップＰ７に移行して、サーバー１
００内の固定磁気ディスク４０から読み出したＡＶ情報Ｄ０が再生処理される。この再生
処理については図１２において詳述する。テープ再生モードが選択された場合には、ステ
ップＰ８に移行して、カート２００内のカセットテープ５０から読み出したＡＶ情報Ｄ０
が再生処理される。この再生処理については図１３において説明する。
【００５９】
リストアモードが選択された場合には、ステップＰ９に移行してカート２００内のカセッ
トテープ５０からサーバー１００内の固定磁気ディスク４０へ、欠落した部分のＡＶ情報
Ｄ０がリストア処理される。このリストア処理については、図１４，１５において詳述す
る。
【００６０】
また、ステップＰ１で上位のホストコンピュータ４００又はオペレータからの起動コマン
ドによってアプリケーション用端末３１により編集モードが選択されると、ステップＰ１
０に移行して、複数のコマーシャル映像のようなＡＶ情報Ｄ０をオンエア時の再生順に並
ぶようにカセットテープ５０が１本化処理される。このテープ１本化処理については図１
６，１７で詳述する。次に上述した７つの機能について以下で説明する。
【００６１】
（１）ＡＶ情報のファイル処理（単独記録モード）
本装置に持ち込まれる番組映像、コマーシャル映像等のＡＶ情報Ｄ０をサーバー１００に
単独にファイリング処理する場合には図７に示すように、まず、ステップＡ１で上位のホ
ストコンピュータ４００又はオペレータからのファイリング情報Ｄ１が転送されてくるの
を待つ。
【００６２】
例えば、上位のホストコンピュータ４００からアプリケーション用端末３１へ転送されて
きたファイリング情報Ｄ１はデータベース３３に登録される。オペレータによるファイリ
ング情報Ｄ１は図３に示すように操作端末３４からデータベース３３に登録される。
【００６３】
そして、ビデオカメラ等の素材機５００から番組映像やコマーシャル映像等のＡＶ情報Ｄ
０を固定磁気ディスク４０に取り込むためには、固定磁気ディスク４０に空き領域が存在
しなければならない。そこで、固定磁気ディスク４０に常に一定の空き領域を確保してお
くたくために、図８に示すようにステップＡ０１で固定磁気ディスク４０の空き領域が設
定値を下回っているかがアプリケーション用端末３１によってチェックされる。
【００６４】
空き領域が設定値を下回っている場合は、空き領域を確保するためにステップＡ０２に移
行する。空き領域が設定値を越えている場合は、空き領域が既に確保された状態なので直
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ちに記録動作に移行できる。
【００６５】
空き領域がない場合には空き領域を確保するためにステップＡ０２で固定磁気ディスク４
０からＡＶ情報Ｄ０を削除する条件が設定される。本実施例では削除対象の選択条件を任
意に設定できるようになされている。例えば、固定磁気ディスク４０へ記録された日が古
いもの、再生指示のためのプレイリスト情報Ｄ６が存在せず、当面使用予定（オンエア等
）のないものなど、運用に合わせて自由に削除条件が設定できる。
【００６６】
このようにアクセス頻度が低くなったＡＶ情報Ｄ０をカート２００の記録保管領域Ｂに移
管するようにすると、コストの見合った分だけの固定磁気ディスク４０を用意し、安価な
カセットテープ５０を大容量に用意すれば良いことになる。
【００６７】
従って、削除条件が設定されるとステップＡ０３でバックアップ領域Ａに記録されたＡＶ
情報Ｄ０と同じＡＶ情報Ｄ０が固定磁気ディスク４０から削除されると共に、バックアッ
プ領域Ａに記録されたＡＶ情報Ｄ０が記録保管領域Ｂに移されて記録保管される。この削
除と移管によって得られた固定磁気ディスク４０の空き領域に残りのＡＶ情報Ｄ０が記録
されると共に、カート２００で同じＡＶ情報Ｄ０をバックアップすることができる。
【００６８】
ＡＶ情報Ｄ０は設定値を上回るまで固定磁気ディスク４０から削除される。そして、ステ
ップＡ０４ではアプリケーション用端末３１によって空き領域を確保できたかがチェック
される。空き領域が確保できた場合はステップＡ０５に移行する。空き領域が確保できて
いない場合はステップＡ０３の削除処理が継続される。
【００６９】
この削除及び移管によって、固定磁気ディスク４０の記録内容が変わるので、ステップＡ
０５でアプリケーション用端末３１によってデータベース３３内の属性情報が更新される
。具体的には表２に示したような記録フラグＤ５の内容である「サーバー内にＡＶ情報Ｄ
０が存在する」、あるいは「カート内にＡＶ情報Ｄ０が存在する」が書き直される。この
ように固定磁気ディスク４０に空き領域が確保されると記録動作に移行される。
【００７０】
すなわち、図３に示すようにデータベース３３からファイリング情報Ｄ１が読み出され、
アプリケーション用端末３１のＩ／Ｏインタフェース１を介してＲＡＭ（ワークメモリ）
３に一時記憶され、その後、ＲＡＭ３からＣＰＵ４にファイリング情報Ｄ１が取り込まれ
る。この情報Ｄ１に基づいてＲＯＭ２から制御プログラムが読み出される。
【００７１】
この制御プログラムに従って図７に示すようにステップＡ２でデータベース３３からアプ
リケーション用端末３１はへ未ファイル情報Ｄ３及び空きアドレス情報Ｄ４が出力される
。未ファイル情報Ｄ３は「ＡＶ情報Ｄ０が未記録である」旨を示し、空きアドレス情報Ｄ
４は「ＡＶ情報Ｄ０の格納場所を指定する」旨を示す。これらの未ファイリング情報Ｄ３
，空きアドレス情報Ｄ４を入力したアプリケーション用端末３１では、ステップＡ３でサ
ーバー１００に対して記録準備が指示される。
【００７２】
そして、ステップＡ４で未ファイリング情報Ｄ３及び空きアドレス情報Ｄ４を入力したサ
ーバー１００ではＡＶ情報Ｄ０の記録準備が行われる。例えば、この未ファイリング情報
Ｄ３及び空きアドレス情報Ｄ４をデコードしたサーバーコントローラ１１からスイッチャ
ー１２およびディスクドライバ１３に記録・再生準備のための記録再生制御信号Ｓ１が出
力される。
【００７３】
ディスクドライバ１３で記録準備が完了したときには、サーバーコントローラ１１からデ
ィスクドライバ１３に記録再生開始信号Ｓ２が出力されるが、この時点では不活性化して
いる。
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【００７４】
記録再生制御信号Ｓ１がスイッチャー１２に入力されると、ＡＶ情報Ｄ０を固定磁気ディ
スク４０に記録すべき頭出し位置であるクロスポイントが指示される。この図には示して
いないが、ディスクドライバ１３の記録ヘッドがそのクロスポイントに移動されることで
記録準備を完了する。
【００７５】
ステップＡ５でサーバー１００の記録準備が完了し、ステップＡ６でアプリケーション用
端末３１によって記録準備完了が確認されると、ビデオカメラ等の素材機５００の再生タ
イミングと、サーバー１００の記録タイミングとが決定される。このタイミング決定結果
はステップＡ７でサーバーコントローラ１１及びビデオカメラ等の素材機５００に通知さ
れる。
【００７６】
この通知を受けたサーバーコントローラ１１では外部からのタイムコードＴＣを基準にし
て記録再生開始信号Ｓ２が活性化され、その記録再生開始信号Ｓ２がディスクドライバ１
３及び素材機５００に出力される。これにより、ステップＡ８で同一タイミングの記録再
生開始信号Ｓ２に基づいて素材機５００からのＡＶ情報Ｄ０がディスクドライバ１３内の
固定磁気ディスク４０に記録（ファイリング処理）される。
【００７７】
そして、番組映像等の１つの素材であるＡＶ情報Ｄ０が記録される毎に、ステップＡ９で
アプリケーション用端末３１によってデータベース３３の内容が更新される。その後、全
ての記録が終了したかがアプリケーション用端末３１によって判断される。記録が終了し
ていない場合はステップＡ４に戻ってファイリング処理が継続される。
【００７８】
記録が全て終了した場合にはステップＡ１１に移行して、アプリケーション用端末３１か
ら上位のホストコンピュータ４００へ「記録が終了した」旨のファイリング結果情報Ｄ２
が返信される。
【００７９】
このように、ビデオカメラ等の素材機５００から番組映像やコマーシャル映像等のＡＶ情
報Ｄ０をサーバー１００内の固定磁気ディスク４０に記録（ファイリング処理）できる。
【００８０】
（２）ＡＶ情報の同時ファイル処理（同時記録モード）
本装置で、番組映像やコマーシャル映像等のＡＶ情報Ｄ０をサーバー１００とカート２０
０とに同時にファイル処理できるようにした。この場合には、まず、図９に示すようにス
テップＢ１で上位のホストコンピュータ４００又はオペレータから「同時ファイリング処
理する」旨のファイリング情報Ｄ１が転送されてくるのを待つ。
【００８１】
例えば上位のホストコンピュータ４００からアプリケーション用端末３１へファイリング
情報Ｄ１が転送されてくると、データベース３３に登録される。ここで、図８に示したよ
うに固定磁気ディスク４０の空き領域が確認が行われ、同様に、カセットテープ５０の空
き領域が確認される。カセットテープ５０の空き領域の確認はデータベース３３を参照す
ることにより行われる。
【００８２】
双方の空き領域が確認されると、ファイリング情報Ｄ１に基づいて読み出された制御プロ
グラムに従ってステップＢ２でデータベース３３からアプリケーション用端末３１に未フ
ァイル情報Ｄ３及び空きアドレス情報Ｄ４が出力されると共に、アプリケーション端末３
２には未ファイル情報Ｄ３、空きアドレス情報Ｄ４’およびコピー指示情報Ｄ７が出力さ
れる。コピー指示情報Ｄ７は「ＡＶ情報Ｄ０をコピー（記録）指示する」旨を示す。
【００８３】
これらの未ファイリング情報Ｄ３，空きアドレス情報Ｄ４を入力したアプリケーション用
端末３１ではステップＢ３でサーバー１００に記録準備が指示され、アプリケーション用
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端末３２ではカート２００に記録準備が指示される。
【００８４】
その後、ステップＢ４で未ファイル情報Ｄ３及び空きアドレス情報Ｄ４を入力したサーバ
ー１００ではＡＶ情報Ｄ０の記録準備が行われる。ここでの記録準備は図７のステップＡ
４のディスク頭出し等と同じ内容であるのでその説明を割愛する。
【００８５】
未ファイル情報Ｄ３、空きアドレス情報Ｄ４’及びコピー指示情報Ｄ７を入力したアプリ
ケーション用端末３２ではステップＢ６でテープ頭出し等を行うために、図示していない
がカート制御用の制御プログラムがＲＯＭから読み出される。その後、この制御プログラ
ムに基づいてカセットテープ５０を選択するためのテープ選択制御信号Ｓ３と、テープ記
録・再生のための記録再生制御信号Ｓ４とが生成される。テープ選択制御信号Ｓ３はカー
トコントローラ２１に出力され、記録再生制御信号Ｓ４はＶＴＲコントローラ２４に出力
される。
【００８６】
テープ選択制御信号Ｓ３を入力したカートコントローラ２１では、エレベータ２２および
スイッチャー２５が制御される。例えば、カートコントローラ２１でテープ選択制御信号
Ｓ３に基づいてテープ搬送制御信号Ｓ５が作成され、このテープ搬送制御信号Ｓ５がエレ
ベータ２３に出力されると、メディアラック２２に格納された複数のカセットテープ５０
の中からアプリケーション用端末３２が指示したカセットテープ５０が選択され、そのカ
セットテープ５０がエレベータ２３によってメディアラック２２からビデオテープレコー
ダ２６へ搬送される。
【００８７】
また記録再生制御信号Ｓ４を入力したＶＴＲコントローラ２４では、ビデオテープレコー
ダ２６が駆動され、エレベータ２３によって搬送されてきたカセットテープ５０がビデオ
テープレコーダ２６に装填（ローディング）される。記録準備が完了したときには、ＶＴ
Ｒコントローラ２４からビデオテープレコーダ２６に記録再生開始信号Ｓ７が出力される
が、この時点ではまだ不活性化のままである。
【００８８】
テープ装填に前後して、カートコントローラ２１からスイッチャー２５に記録／再生モー
ドを切り換えるためのモード切換制御信号Ｓ６が出力される。このモード切換制御信号Ｓ
６を入力したスイッチャー２５では、ＡＶ情報Ｄ０が記録できるようにモード切換がなさ
れる。このモード切換によってビデオテープレコーダ２６の記録準備を完了する。
【００８９】
そして、ステップＢ５，Ｂ７でサーバー１００とカート２００の記録準備が完了し、ステ
ップＢ８でアプリケーション用端末３１によって記録準備が確認されると、素材機５００
の再生タイミング、サーバー１００及びカート２００の記録タイミングが決定される。こ
のタイミング決定結果はステップＢ９で素材機５００、サーバーコントローラ１１及びア
プリケーション用端末３２に通知される。この通知はアプリケーション用端末３２からＶ
ＴＲコントローラ２４へも通知される。
【００９０】
この通知を受けたサーバーコントローラ１１では外部からのタイムコードＴＣを基準にし
て記録再生開始信号Ｓ２が活性化され、その記録再生開始信号Ｓ２がディスクドライバ１
３及び素材機５００に出力される。アプリケーション端末３２から通知を受けたＶＴＲコ
ントローラ２４でもタイムコードＴＣを基準にして記録再生開始信号Ｓ７が活性化されて
ビデオテープレコーダ２６に出力される。
【００９１】
これにより、ステップＢ１０で同一タイミングの記録再生開始信号Ｓ２、Ｓ７に基づいて
ビデオカメラ等の素材機５００からディスクドライバ１３内の固定磁気ディスク４０にＡ
Ｖ情報Ｄ０が記録されると共に、記録再生開始信号Ｓ７に基づいて同じ内容のＡＶ情報Ｄ
０がオンライン７０を介してビデオテープレコーダ２６内のテープカセット５０に同時に
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記録（バックアップ）される。
【００９２】
このように、双方共通の外部タイムコード（ＴＣ）を基準にして素材機５５０の再生タイ
ミングとサーバー１００の記録タイミングとカート２００の記録タイミングとが決定され
るので、固定磁気ディスク４０への記録とカセットテープ５０への記録とを同期させるこ
とができ、サーバー１００及びカート２００においてＡＶ情報Ｄ０の同時記録を正確に行
うことができる。
【００９３】
そして、１つの番組映像等のＡＶ情報Ｄ０が記録される毎に、ステップＢ１１でアプリケ
ーション用端末３１によってデータベース３３の内容が更新される。その後、全ての記録
が終了したかがステップＢ１２でアプリケーション用端末３１によって確認される。全て
の記録が終了していない場合はステップＢ４，Ｂ７に戻って同時ファイリング処理が継続
される。
【００９４】
全ての記録が終了した場合にはステップＢ１３に移行してカート２００ではカセットテー
プ５０がビデオテープレコーダ２６から排出（アンローディング）され、そのカセットテ
ープ５０がエレベータ２３を介してメディアラック２２に格納される。
【００９５】
その後、ステップＢ１４でアプリケーション用端末３１からホストコンピュータ４００へ
「記録が終了した」旨のファイリング結果情報Ｄ２が返信される。
【００９６】
このように、ビデオカメラ等の素材機５００から番組映像やコマーシャル映像等のＡＶ情
報Ｄ０をサーバー１００内の固定磁気ディスク４０と、カート２００内のカセットテープ
５０とに同時に記録することができる。本実施例ではアクセス頻度の高低にかかわらず、
１本のカセットテープ５０の記録容量ｎだけＡＶ情報Ｄ０を同時に記録できる。
【００９７】
（３）ＡＶ情報のコピー処理（コピーモード）
本装置では同時ファイリング処理できなかったＡＶ情報Ｄ０を任意の時刻経過後にカート
２００にバックアップできるようにした。つまり、サーバー１００に予め記録されたＡＶ
情報Ｄ０をカート２００にコピー処理する場合には、まず、図１０に示すようにステップ
Ｃ１で上位のホストコンピュータ４００又はオペレータからのコピー指示情報Ｄ７が転送
されてくるのを待つ。
【００９８】
例えば上位のホストコンピュータ４００からアプリケーション用端末３１へコピー指示情
報Ｄ７が転送されてくると、データベース３３に登録される。この登録と共に、カセット
テープ５０の空き領域を確認するためにデータベース３３が参照される。カセットテープ
５０の空き領域が確認されると、コピー動作に移行される。
【００９９】
つまり、アプリケーション用端末３１によってステップＣ２でコピー対象情報の有無がチ
ェックされる。本例のコピー対象情報としては固定磁気ディスク４０に記録済みであって
、カセットテープ５０に記録されていないＡＶ情報Ｄ０である。ＡＶ情報Ｄ０の有無はデ
ータベース３３の記録フラグＤ５を検索することによって行われる。コピー対象情報があ
る場合にはステップＣ３に移行する。コピー対象情報がない場合はバックアップ処理が必
要ないので、コピー処理に関する制御を終了する。
【０１００】
コピー対象情報がある場合にはステップＣ３でアプリケーション用端末３１によってデー
タベース３３からコピー対象情報が抽出される。その後、ステップＣ４でアプリケーショ
ン用端末３１からサーバー１００及びアプリケーション用端末３２へコピー指示情報Ｄ７
が送られ、サーバー１００には再生準備が指示され、カート２００には記録準備が指示さ
れる。
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【０１０１】
ステップＣ５ではサーバー１００によってディスクの頭出しが行われる。例えば、コピー
指示情報Ｄ７を入力したサーバーコントローラ１１では上記のファイリング処理で説明し
たようにスイッチャー１２およびディスクドライバ１３が制御される（図９のステップＢ
４のディスク頭出し参照）。この制御によりディスクドライバ１３の再生ヘッドがクロス
ポイントに移動され、サーバー１００の再生準備が完了する。
【０１０２】
これと並行して、ステップＣ７でコピー指示情報Ｄ７を入力したアプリケーション用端末
３２では、ＲＯＭから制御プログラムが読み出され、この制御プログラムに基づいてカー
トコントローラ２１およびＶＴＲコントローラ２４が制御される（図９のステップＢ６の
テープ頭出し参照）。この制御によりビデオテープレコーダ２６にカセットテープ５０が
装填され、スイッチャー２５によって記録モードから再生モードへ切換えられ、カート２
００の記録準備が完了する。
【０１０３】
そして、ステップＣ６でサーバー１００の再生準備とステップＣ８でカート２００の記録
準備が完了し、ステップＣ９でアプリケーション用端末３１によって記録再生準備が確認
されると、双方の記録・再生タイミングが決定される。タイミング決定結果はステップＣ
１０でアプリケーション用端末３１からサーバーコントローラ１１及びアプリケーション
用端末３２に通知される。
【０１０４】
この通知を受けたサーバーコントローラ１１では上述のファイリング処理と同様にタイム
コードＴＣに基づいて活性化された記録再生開始信号Ｓ２がディスクドライバ１３に出力
される。アプリケーション用端末３２から通知を受けたカート２００では、図９のステッ
プＢ９で説明したようにＶＴＲコントローラ２４でもタイムコードＴＣに基づいて活性化
された記録再生開始信号Ｓ７がビデオテープレコーダ２６に出力される。
【０１０５】
この同一タイミングの記録再生開始信号Ｓ２に基づいてステップＣ１１でサーバー１００
内の固定磁気ディスク４０でＡＶ情報Ｄ０が再生されると、このＡＶ情報Ｄ０がオンライ
ン７０を介してカート２００内に取り込まれ、記録再生開始信号Ｓ７に基づいてのテープ
カセット５０に記録される。
【０１０６】
そして、１つの番組映像等のＡＶ情報Ｄ０が記録される毎に、ステップＣ１２でアプリケ
ーション用端末３１によってデータベース３３の内容が更新される。その後、図１１に示
すように全ての記録が終了したかがステップＣ１３でアプリケーション用端末３１によっ
て確認される。全ての記録が終了していない場合は、ステップＣ５，Ｃ７に戻ってコピー
処理が継続される。
【０１０７】
全ての記録が終了した場合にはステップＣ１４に移行してアプリケーション用端末３２か
らアプリケーション用端末３１にコピー結果情報Ｄ８が返送される。
【０１０８】
コピー結果情報Ｄ８を受信したアプリケーション用端末３１ではステップＣ１５でコピー
処理結果がチェックされる。コピー処理結果が正常な場合はステップＣ１７に移行して最
後にビデオテープレコーダ２６に装填されていたカセットテープ５０が排出される（排出
動作については図９のステップＢ１３を参照）。
【０１０９】
その後、ステップＣ１８でアプリケーション用端末３１からホストコンピュータ４００へ
「記録が終了した」旨のファイリング結果情報Ｄ２が返信される。
【０１１０】
なお、コピー処理結果が異常の場合には、ステップＣ１６に移行して記録が無効にされ、
アプリケーション用端末３１は直ちにリトライするか又は後でコピー処理を実行するかの
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指示を待つ。直ちにリトライする旨の指示が入力された場合にはステップＣ２に戻ってコ
ピー処理が再実行される。後でコピー処理を実行する旨の指示が入力された場合には、ス
テップＣ１７に移行してテープ排出された後、アプリケーション用端末３１からホストコ
ンピュータ４００へ「記録ができなかった」旨のファイリング結果情報Ｄ２が返信される
。
【０１１１】
このように、同時ファイリング処理で記録できなかったＡＶ情報Ｄ０を任意の時刻経過後
に、固定磁気ディスク４０の記録内容をカセットテープ５０にバックアップすることがで
きる。
【０１１２】
（４）サーバーのＡＶ情報の再生（ディスク再生モード）
本装置でサーバー１００のＡＶ情報Ｄ０を再生してオンエアする場合には図１２に示すよ
うに、まず、ステップＥ１で上位のホストコンピュータ４００又はオペレータから「サー
バーのＡＶ情報をオンエア処理する」旨のプレイリスト情報Ｄ６が転送されてくるのを待
つ。例えば上位のホストコンピュータ５００からアプリケーション用端末３１へプレイリ
スト情報Ｄ６が転送されてくると、データベース３３に登録される。
【０１１３】
そして、アプリケーション用端末３１によってステップＥ２で再生対象情報が抽出される
。本例の再生対象情報としては固定磁気ディスク４０に記録済みであって、カセットテー
プ５０にも記録されているＡＶ情報Ｄ０である。再生対象情報はデータベース３３の記録
フラグＤ５を検索することによって行われる。
【０１１４】
再生対象情報が抽出されると、ステップＥ３に移行してアプリケーション用端末３１から
サーバー１００へプレイリスト情報Ｄ６が送られ、サーバー１００に対して再生準備が指
示される。
【０１１５】
再生準備指示を受けたサーバー１００ではステップＥ４でディスクの頭出しが行われる。
ここでのディスク頭出しは図９のステップＢ４のディスク頭出し処理と同じであるので説
明を省略する。サーバー１００の再生準備がステップＥ５で完了すると、ステップＥ６で
サーバー１００の再生準備がアプリケーション用端末３１によって確認され、その後、オ
ンエアのタイミングに基づいて再生タイミングが決定される。タイミング決定結果はステ
ップＥ７でアプリケーション用端末３１からサーバーコントローラ１１に通知される。
【０１１６】
この通知を受けたサーバーコントローラ１１では上述のファイリング処理と同様にタイム
コードＴＣに基づいて活性化された記録再生開始信号Ｓ２がディスクドライバ１３に出力
されるので、ステップＥ８でこの記録再生開始信号Ｓ２に基づいてサーバー１００内の固
定磁気ディスク４０からＡＶ情報Ｄ０が再生される。このＡＶ情報Ｄ０は図示しない送信
機等に転送されてオンエアされる。
【０１１７】
そして、１つの番組映像等のＡＶ情報が再生処理（オンエア）される毎に、ステップＥ９
でアプリケーション用端末３１によってデータベース３３の内容が更新される。その後、
全ての再生処理が終了したかがステップＥ１０でアプリケーション用端末３１によって確
認される。全ての再生処理が終了していない場合は、ステップＥ２に戻って再生処理が継
続される。
【０１１８】
全ての再生が終了した場合にはステップＥ１１に移行してアプリケーション用端末３１か
らホストコンピュータ４００へ「再生が終了した」旨の再生結果情報Ｄ１３が返信される
。このように、サーバー１００のＡＶ情報Ｄ０を再生してオンエアすることができる。
【０１１９】
（５）カートのＡＶ情報の再生（テープ再生モード）
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放送局等では過去に放送した番組映像等のＡＶ情報Ｄ０を再放送する場合がある。このよ
うな場合には図１３に示すように、ステップＦ１で上位のホストコンピュータ４００又は
オペレータから「カートのＡＶ情報をオンエア処理する」旨のプレイリスト情報Ｄ６が転
送されてくるのを待つ。例えば上位のホストコンピュータ４００からアプリケーション用
端末３１へこのプレイリスト情報Ｄ６が転送されてくると、データベース３３に登録され
る。
【０１２０】
そして、アプリケーション用端末３１によってステップＦ２で再生対象情報が抽出される
。本例の再生対象情報としては固定磁気ディスク４０に無くてカート２００の記録保管領
域Ｂに記録されているＡＶ情報Ｄ０である。再生対象情報はデータベース３３の記録フラ
グＤ５を検索することによって行われる。
【０１２１】
再生対象情報が抽出されると、ステップＦ３に移行してアプリケーション用端末３１から
アプリケーション用端末３２へプレイリスト情報Ｄ６が送られ、カート２００に対して再
生準備が指示される。
【０１２２】
再生準備指示を受けたカート２００ではステップＦ４でテープ頭出し等が行われる。ここ
でのテープ頭出し処理は図９のステップＢ６と同じ内容であるので説明を省略する。カー
ト２００の再生準備がステップＦ５で完了し、ステップＦ６でカート２００の再生準備が
アプリケーション用端末３２によって確認され、この確認通知がアプリケーション用端末
３１に通知されると、アプリケーション用端末３１では、オンエアのタイミングに基づい
て再生タイミングが決定される。タイミング決定結果はステップＦ７でアプリケーション
用端末３１からアプリケーション用端末３２に通知されると共にカート２００に通知され
る。
【０１２３】
この通知を受けたカート２００のＶＴＲコントローラ２３では図９のステップＢ９で説明
したようにタイムコードＴＣに基づいて活性化された記録再生開始信号Ｓ７がビデオテー
プレコーダ２６に出力される。
【０１２４】
そして、ステップＦ８で記録再生開始信号Ｓ７を入力したビデオテープレコーダ２６では
カート２００内のカセットテープ５０からＡＶ情報Ｄ０が再生され、このＡＶ情報Ｄ０が
、図示しない送信機等に転送されてオンエア（再放送）される。
【０１２５】
１つの番組映像等のＡＶ情報Ｄ０が再生（オンエア）される毎に、ステップＦ９でアプリ
ケーション用端末３１によってデータベース３３の内容が更新される。その後、全ての再
生が終了したかがステップＦ１０でアプリケーション用端末３１によって確認される。全
ての再生が終了していない場合は、ステップＦ２に戻って再生処理が継続される。
【０１２６】
全ての再生処理が終了した場合にはステップＦ１１に移行して最後にビデオテープレコー
ダ２６に装填されていたカセットテープ５０が排出される（排出動作については図７のス
テップＢ１３を参照）。
【０１２７】
その後、ステップＦ１２でアプリケーション用端末３１から上位のホストコンピュータ４
００へ「再生が終了した」旨の再生結果情報Ｄ１３が返信される。このように、カート２
００のＡＶ情報Ｄ０を再生してオンエア（再放送）することができる。
【０１２８】
（６）ＡＶ情報のリストア処理（リストアモード）
固定磁気ディスク４０を用いたサーバー１００では不本意に読み出しエラーが発生したり
、固定磁気ディスク４０の記録容量を確保するために古いＡＶ情報Ｄ０を記録保管領域Ｂ
に移管することを前提にして削除する場合がある。このような場合に本装置ではカセット
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テープ５０からのＡＶ情報Ｄ０によって読み出しエラー部分を復元したり、削除した記録
内容を復元できるようにした。
【０１２９】
このようなリストア処理を行う場合には、まず、図１４に示すようにステップＧ１で上位
のホストコンピュータ４００又はオペレータからプレイリスト情報Ｄ６が転送されてくる
のを待つ。例えば、上位のホストコンピュータ４００からアプリケーション用端末３１へ
プレイリスト情報Ｄ６が転送されてくると、データベース３３に登録される。オペレータ
によるプレイリスト情報Ｄ６は本装置の操作端末３４からも入力できる。
【０１３０】
そして、ステップＧ２でデータベース３３からアプリケーション用端末３１にプレイリス
ト情報Ｄ６が読み込まれると、その中で指示されているＡＶ情報Ｄ０が全て固定磁気ディ
スク４０に存在するかがチェックされる。このチェックはデータベース３３を検索するこ
とにより行われる。ＡＶ情報Ｄ０が全て固定磁気ディスク４０に存在する場合には特にリ
ストア処理する必要がないので、リストア処理に関する制御を終了する。本例では固定磁
気ディスク４０に生じた読み出しエラー部分の復元処理について以下に説明する。
【０１３１】
つまり、読み出しエラーを生じて固定磁気ディスク４０に記録されていないＡＶ情報Ｄ０
が存在する場合には、ステップＧ３で操作端末３４にアラームを出力する。その後、以下
のステップＧ４でＡＶ情報Ｄ０のリストア処理を行う。
【０１３２】
ステップＧ４ではアプリケーション用端末３１によってデータベース３３から読み出しエ
ラー部分を復元すべきＡＶ情報Ｄ０が抽出される。この抽出には記録フラグＤ５が参照さ
れ、カート２００のＡＶ情報Ｄ０の中からリストア対象情報が抽出される。
【０１３３】
その後、ステップＧ５でアプリケーション用端末３１からサーバー１００及びアプリケー
ション用端末３２に対してリストア指示情報Ｄ９が送られ、リストア処理の準備が指示さ
れる。
【０１３４】
ステップＧ６ではサーバー１００によってディスクの頭だしが行われる。例えば、リスト
ア指示情報Ｄ９を入力したサーバーコントローラ１１ではスイッチャー１２およびディス
クドライバ１３が制御される（図９のステップＢ４のディスク頭出し参照）。この制御に
よりディスクドライバ１３の記録ヘッドが読み出しエラー部分のクロスポイントに移動さ
れることで、サーバー１００の記録準備を完了する。
【０１３５】
これと並行して、ステップＧ８でリストア指示情報Ｄ９を入力したアプリケーション用端
末３２では、ＲＯＭから制御プログラムが読み出され、この制御プログラムに基づいてカ
ートコントローラ２１およびＶＴＲコントローラ２４が制御される（図９のステップＢ６
のテープ頭出し参照）。この制御によりビデオテープレコーダ２６にカセットテープ５０
が装填され、読み出しエラー部分に相当する記録領域がテープ頭出しされる。その後、ス
イッチャー２５によって記録モードから再生モードに切換えられることによりカート２０
０の再生準備を完了する。
【０１３６】
そして、ステップＧ７でサーバー１００の記録準備とステップＧ９でカート２００の再生
準備が完了し、ステップＧ１０でアプリケーション用端末３１によって記録再生準備が確
認されると、双方の記録・再生タイミングが決定される。その後、このタイミング決定結
果はステップＧ１１でサーバーコントローラ１１及びアプリケーション用端末３２に通知
される。
【０１３７】
この通知を受けたサーバーコントローラ１１では上述のファイリング処理と同様にタイム
コードＴＣに基づいて活性化された記録再生開始信号Ｓ２がディスクドライバ１３に出力
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される。ＶＴＲコントローラ２４でもタイムコードＴＣに基づいて活性化された記録再生
開始信号Ｓ７がビデオテープレコーダ２６に出力される。
【０１３８】
その後、ステップＧ１２で記録再生開始信号Ｓ７に基づいてカート２００内で読み出しエ
ラー部分に相当するＡＶ情報Ｄ０が再生されると、このＡＶ情報Ｄ０がオンライン７０を
使用してサーバー１００内に取り込まれ、記録再生開始信号Ｓ２に基づいて固定磁気ディ
スク４０に再記録される。これにより、ＡＶ情報Ｄ０の読み出しエラー部分が復元される
。
【０１３９】
そして、番組映像等の１つの素材の読み出しエラー部分が復元される毎に、ステップＧ１
３でアプリケーション用端末３１によってデータベース３３の内容が更新される。具体的
には記録フラグＤ５がデータベース３３によって書き直される。その後、図１５に示すよ
うに全ての素材の復元が終了したかがステップＧ１４でアプリケーション用端末３１によ
って確認される。全ての素材の復元が終了していない場合は、ステップＧ６，Ｇ８に戻っ
てリストア処理が継続される。
【０１４０】
全てのリストア処理が終了した場合にはステップＧ１５に移行してアプリケーション用端
末３２からアプリケーション用端末３１にリストア結果情報Ｄ１０が返送される。リスト
ア結果情報Ｄ１０を受信したアプリケーション用端末３１ではステップＧ１６でリストア
処理結果がチェックされる。
【０１４１】
リストア処理結果が正常な場合はステップＧ１８に移行して最後にビデオテープレコーダ
２６に装填されていたカセットテープ５０が排出される（排出動作については図９のステ
ップＢ１３を参照）。その後、ステップＧ１９に移行してアプリケーション用端末３１か
らホストコンピュータ４００へ「復元が終了した」旨の再生結果情報Ｄ１３が返信される
。
【０１４２】
なお、リストア処理結果が異常の場合には、ステップＧ１７に移行して記録が無効にされ
、アプリケーション用端末３１は「直ちにリトライする」又は「後でリストア処理を実行
する」かの指示を待つ。「直ちにリトライする」旨の指示が入力された場合はステップＧ
２に戻ってリストア処理を再実行する。「後でリストア処理を実行する」旨の指示が入力
された場合にはステップＧ１７に移行してテープが排出された後、アプリケーション用端
末３１からホストコンピュータ４００へ「復元できなかった」旨の再生結果情報Ｄ１３が
返信される。
【０１４３】
このように、本装置では固定磁気ディスク４０で読み出しエラー部分（再生不能領域）が
発生した場合に、カセットテープ５０で対応する部分の情報領域を再生してその再生情報
を固定磁気ディスク４０に再記録（リストア処理）できる。
【０１４４】
このリストア処理によってオペレータにしてみれば、ＡＶ情報Ｄ０が固定磁気ディスク４
０に存在するのか、あるいはカセットテープ５０に存在するかを意識することなく、サー
バー１００を使用することができる。従って、固定磁気ディスク４０の記録容量を仮想的
に拡大して使用することができる。この効果は固定磁気ディスク４０の記録容量に比べて
カセットテープ５０の記録容量が多いほど著しく発揮される。
【０１４５】
（７）ＡＶ情報のテープ１本化処理（編集モード）
複数のコマーシャル映像や番組映像等のようなＡＶ情報Ｄ０が、オンエア時の再生順にサ
ーバー１００に記録されるとは限らない。そこで、本装置ではサーバー１００に順不同に
記録されたＡＶ情報Ｄ０をオンエア時の再生順に並ぶようにカセットテープ５０を１本化
処理できるようにした。本例の一本化処理では、カート２００の記録保管領域Ｂに割当ら
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れたカセットテープ５０を使用する。
【０１４６】
この場合には、まず、図１６に示すようにステップＨ１で上位ホストコンピュータ４００
又はオペレータから「一本化テープを作成する」旨のプレイリスト情報Ｄ６が指示される
のを待つ。例えば、上位のホストコンピュータ４００からデータベース３３へプレイリス
ト情報Ｄ６が転送されてくると、データベース３３に登録されると共に、アプリケーショ
ン用端末３１に読み込まれる。
【０１４７】
プレイリスト情報Ｄ６には、複数のコマーシャル映像や番組映像等のようなＡＶ情報Ｄ０
をオンエア時にどのような順序で再生するかが示されている。ＡＶ情報Ｄ０の再生順序は
オペレータから操作端末３４を介して指示される場合もある。
【０１４８】
そして、プレイリスト情報Ｄ６に応じて固定磁気ディスク４０の複数のＡＶ情報Ｄ０がス
テップＨ２で、アプリケーション用端末３１によって一本又は複数本のカセットテープ５
０に記録できるように分割される。一本のカセットテープ５０にＡＶ情報Ｄ０を記録でき
る時間には限りがあるためである。この複数のＡＶ情報Ｄ０をオンエア時の再生順に１本
化するためには、固定磁気ディスク４０に必要なＡＶ情報Ｄ０が存在することは勿論であ
る。
【０１４９】
その後、ステップＨ３でアプリケーション用端末３１からサーバー１００及びアプリケー
ション用端末３２に対して一本化指示情報Ｄ１１が送られ、一本化テープの作成準備が指
示される。
【０１５０】
ステップＨ４ではサーバー１００によってディスク頭出しが行われる。例えば、一本化指
示情報Ｄ１１を入力したサーバーコントローラ１１によってスイッチャー１２およびディ
スクドライバ１３が制御される（図９のステップＢ４のディスク頭出し参照）。この制御
によりディスクドライバ１３の再生ヘッドがクロスポイントに移動され、サーバー１００
の再生準備が完了する。
【０１５１】
これと並行して、ステップＨ６で一本化指示情報Ｄ１１を入力したアプリケーション用端
末３２ではＲＯＭから制御プログラムが読み出され、この制御プログラムに基づいてカー
トコントローラ２１およびＶＴＲコントローラ２４が制御される（図９のステップＢ６の
テープ頭出し参照）。この制御によりビデオテープレコーダ２６に１本目のカセットテー
プ５０が装填され、スイッチャー２５が再生モードから記録モードへ切換えられ、カート
２００の記録準備が完了する。
【０１５２】
ステップＨ５でサーバー１００の再生準備と、ステップＨ７でカート２００の記録準備が
完了し、ステップＨ８でアプリケーション用端末３１によって記録再生準備が確認される
と、双方の記録・再生タイミングが決定される。その後、ステップＨ９でそのタイミング
決定結果がサーバーコントローラ１１及びアプリケーション用端末３２に通知される。
【０１５３】
この通知を受けたサーバーコントローラ１１では上述のファイリング処理と同様にタイム
コードＴＣに基づいて活性化された記録再生開始信号Ｓ２がディスクドライバ１３に出力
される。ＶＴＲコントローラ２４でもタイムコードＴＣに基づいて活性化された記録再生
開始信号Ｓ７がビデオテープレコーダ２６に出力される。
【０１５４】
その後、ステップＨ１０で記録再生開始信号Ｓ２に基づいてサーバー１００内の固定磁気
ディスク４０でＡＶ情報Ｄ０が再生されると、そのＡＶ情報Ｄ０がオンライン７０を介し
てカート２００内に取り込まれ、記録再生開始信号Ｓ７に基づいて１本目のカセットテー
プ５０にＡＶ情報Ｄ０が記録される。
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【０１５５】
１本目のカセットテープ５０に番組映像等の１つの素材に関するＡＶ情報Ｄ０が記録しき
れない場合は、２本目のカセットテープ５０が装填し直されて２本目のカセットテープ５
０にＡＶ情報Ｄ０が継続して記録される。以後、同様にカセットテープ５０が装填し直さ
れて記録される。
【０１５６】
そして、１つの素材が複数本のカセットテープ５０に全て記録されると、１つの素材毎に
ステップＨ１１でアプリケーション用端末３１によって、データベース３３が更新される
。例えば、１本目で番組映像を記録したカセットテープ５０に対しては第１番目に再生す
る旨の属性情報が登録されると共に、記録フラグＤ５が書き直される。同様に、２本目の
カセットテープ５０に対しては第２番目に再生する旨の属性情報が登録される。以下同様
に、３本目のカセットテープ５０に対しても属性情報が登録される。
【０１５７】
この属性情報に従ってカセットテープ５０を順次選択すれば、オンエア時にＡＶ情報Ｄ０
を順序よく再生できる。
【０１５８】
その後、ステップＨ１２で引き続き一本化処理すべきＡＶ情報Ｄ０、例えば、番組映像の
次にオンエアすべきコマーシャル映像等がある場合には、ステップＨ４、Ｈ６に戻って一
本化テープ作成のための記録再生処理が継続される。このとき、番組映像を最後に記録し
たカセットテープ５０にコマーシャル映像等が続けて記録される。
【０１５９】
そして、全ての素材の記録処理が終了すると、図１７に示すようにステップＨ１３でアプ
リケーション用端末３２からアプリケーション用端末３１へ記録結果情報Ｄ１２が送られ
る。
【０１６０】
記録結果情報Ｄ１２を入力したアプリケーション用端末３１ではステップＨ１４で一本化
テープ処理が正常かがチェックされる。一本化処理が正常と確認された場合には、ステッ
プＨ１７に移行して最後にビデオレコーダ２６に装填されたカセットテープ５０の排出が
指示される。その後、ステップＨ１８に移行してホストコンピュータ４００に一本化処理
を終了した旨の一本化結果情報Ｄ１２が送信される。
【０１６１】
なお、一本化処理が異常と確認された場合には、ステップＨ１５に移行してアプリケーシ
ョン用端末３１によって異常箇所が検出される。その後、ステップＨ１６でアプリケーシ
ョン用端末３１からサーバー１００に対して、例えば、異常検出前のディスクの頭出し位
置（正常位置）まで記録ヘッドを戻すように指示されると共に、アプリケーション用端末
３２に対しては異常検出前のテープ頭出し位置（正常位置）までテープを戻すように指示
される。
【０１６２】
この指示を入力すると、ステップＨ４およびステップＨ６に戻ってサーバー１００では、
異常検出前のディスクの頭出し位置に記録ヘッドが移動され、カート２００ではテープの
頭だしが行われる。その後、カセットテープ５０への記録処理が再実行される。
【０１６３】
このように本実施例ではカセットテープ５０を自動的に交換しながら、しかも１台のビデ
オテープレコーダ２６を使用してオンエア時の再生順に並べた一本化テープを自動作成す
ることができる。
【０１６４】
以上のように本実施例のハイブリッド記録再生装置では、ＡＶ情報Ｄ０のコピー処理及び
リストア処理と、１本化テープの作成処理とを自動的に行うことができ、人的ミスを極力
排除できる。従って、ＡＶ情報Ｄ０の記録再生業務の効率を大幅に向上させることができ
る。
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【０１６５】
また、本実施例ではアプリケーション用端末３１とアプリケーション用端末３２とを分け
た場合について説明したが、サーバー１００とカート２００とは同一のアプリケーション
用端末から制御することも可能であるから、アプリケーション用端末を特に分けなくても
よい。
【０１６６】
本実施例ではサーバー１００やカート２００を各１台づつで構成する場合について説明し
たが、これらサーバー１００やカート２００の台数に限定はなく複数台を設けていてもよ
い。サーバー１００のスイッチャー１２，ディスクドライバ１３やカート２００のスイッ
チャー２５，ビデオテープレコーダ２６についても同様である。
【０１６７】
ビデオテープレコーダ２６を複数台設けることで、固定磁気ディスク４０と同時にファイ
リング処理できるＡＶ情報Ｄ０を多くでき、コピー対象情報が減らせる。メディアラック
２２に格納するカセットテープ５０の本数に限定はなく、必要本数を用意すればよい。
【０１６８】
本実施例ではカートコントローラ２１とＶＴＲコントローラ２４とを分けて構成したが、
ビデオテープレコーダ２６およびエレベータ２３等を同一のコントローラで制御すること
も可能であるから、特に分けなくてもよい。
【０１６９】
本実施例ではディスクドライバ１３の記録・再生とビデオテープレコーダ２６の記録・再
生に関しては、タイムコードＴＣに基づいて実行する場合について説明したが、これに限
らず何らかの検出可能な信号（ＧＩＰ信号等）でお互いのタイミングを採ってもよい。
【０１７０】
本実施例ではデータベース３３の項目一覧表を表１に示したが、これは１つの例であり、
項目数などは適用するシステムで自由に決定できることはいうまでもない。
【０１７１】
本実施例ではサーバー１００とカート２００とをオンライン７０で接続する場合について
説明したが、ＬＡＮバス６０をカート２００に接続してこのバスを介してＡＶ情報Ｄ０の
記録再生編集に必要な各種情報を転送してもよい。
【０１７２】
【発明の効果】
　以上のように、本発明のハイブリッド記録再生装置 テープ
状記録担体に予めバックアップされたデジタル情報をディスク状記録担体に記録されたデ
ジタル情報の一部として使用できるようにしたものである。従って、ディスク状記録担体
が万一読み出し不良に陥っても、ディスク状記録担体の記録内容を傷害発生前の状態に復
元することができ、記録再生システムとしての信頼性が著しく向上する。
【０１７３】
このようなハイブリッド記録再生装置は大量の映像および音声情報の記録保管と、これら
情報の高速読み出しとが要求される放送局などの録画再生装置に適用して極めて好適であ
る。
【図面の簡単な説明】
【図１】実施の形態としてのハイブリッド記録再生装置の構成を示す図である。
【図２】固定磁気ディスクと全カセットテープの記録容量との関係を示す図である。
【図３】実施例としてのシステム制御系３００の構成を示す図である。
【図４】実施例としてのサーバー１００の構成を示す図である。
【図５】実施例としてのカート２００の構成を示す図である。
【図６】ハイブリッド記録再生装置の大きな機能を説明するフローチャートである。
【図７】ＡＶ情報のファイリング処理のフローチャートである。
【図８】固定磁気ディスクの記録容量を確認するフローチャートである。
【図９】ＡＶ情報の同時ファイル処理のフローチャートである。

10

20

30

40

50

(22) JP 3870486 B2 2007.1.17

及び記録再生方法によれば、



【図１０】ＡＶ情報のコピー処理のフローチャート（その１）である。
【図１１】ＡＶ情報のコピー処理のフローチャート（その２）である。
【図１２】ＡＶ情報の再生処理（ハードディスク）のフローチャートである。
【図１３】ＡＶ情報の再生処理（テープ）のフローチャートである。
【図１４】ＡＶ情報のリストア処理のフローチャート（その１）である。
【図１５】ＡＶ情報のリストア処理のフローチャート（その２）である。
【図１６】ＡＶ情報の一本化テープの作成フローチャート（その１）である。
【図１７】ＡＶ情報の一本化テープの作成フローチャート（その２）である。
【符号の説明】
１・・・Ｉ／Ｏインタフェース、２・・・ＲＯＭ、３・・・ＲＡＭ、４・・・ＣＰＵ、５
・・・内部バス、１１・・・サーバーコントローラ、１２，２５・・・スイッチャー、１
３・・・ディスクドライバ、２１・・・カートコントローラ、２２・・・メディアラック
、２３・・・エレベータ、２４・・・ＶＴＲコントローラ、２６・・・ビデオテープレコ
ーダ、３１，３２・・・アプリケーション用端末、３３・・・データベース、４０・・・
固定磁気ディスク、５０・・・カセットテープ、６０・・・ＬＡＮバス、７０・・・オン
ライン、１００・・・ディスク状記録担体用の記録再生装置（サーバー）、２００・・・
テープ状記録担体用の記録再生装置（カート）、３００・・・システム制御系、３４・・
・操作端末、４００・・・上位ホストコンピュータ、５００・・・ビデオカメラ等の素材
機
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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【 図 １ ５ 】 【 図 １ ６ 】

【 図 １ ７ 】
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